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共生社会のための障害学入門 庄司　和史

An Introduction to Disability Studies for Social Inclusion 　
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共通教育６１講義室 講義

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
大学ＤＰ

学士の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力 ・障害学の概要を学習することを通して、共生社会の形成にか
かわる者として必要な基本的知識、行動の仕方等を身に付ける
ことができる。
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

多文化協働、健康長寿

(3)全学横断特別
教育プログラム

ローカル･イノベーター養成コース、ストラテジー･デザイン人材養成コース、ライフクリエイター養成
コース、グローバルコア人材養成コース ・ ＢＡＳＩＣ(国際理解)

(4)授業の概要 ・15回の授業を通して障害について考える。
・授業の中では、簡単な疑似体験やグループワークを実施する。
・毎回、課題を出すのでeALPSに設定した課題提出欄から〆切りまでに入力する。
・テーマに沿って自主学習に取り組み、授業の中でのディスカッションに反映する。

(5)授業のキーワ
ード

ノーマライゼーション
共生社会
障害
差別
合理的配慮

(6)授業計画 第 1回( 9/28)　ガイダンス（授業の概要について理解する）
第 2回(10/ 5)　障害の医学モデル、社会モデル、人権モデル
第 3回(10/14)　国際障害分類ICIDH、国際生活機能分類ICF（ＷＨＯの定義）
第 4回(10/19)　ノーマライゼーション原理と障害者権利条約
第 5回(10/26)　障害と差別①（直接的差別、制度的差別、文化的差別）
第 6回(11/ 2)　障害と差別②（優生思想とスティグマの問題について考える）
第 7回(11/ 9)　障害者差別解消法と合理的配慮（差別解消法の概要、合理的配慮について理解する）
第 8回(11/16)　障害と労働（障害者雇用の問題について知る）
第 9回(11/26)　人間の発達と障害
第10回(11/30)　知的障害・発達障害（限局性学習症）
第11回(12/ 7)　発達障害（注意欠如多動性症、自閉スペクトラム症）
第12回(12/14)　視覚障害
第13回(12/21)　聴覚障害・その他の障害
第14回( 1/ 4)　共生社会の形成とインクルーシブ教育、特別支援教育／レポート課題の提示
第15回( 1/18)　まとめ（全体のまとめ、これからの課題について考える）／授業アンケート

(7)成績評価の方
法

毎回の授業における学習状況（課題への回答、グループワーク等への参加状況等）と期末レポートにつ
いて、それぞれ50％ずつで評価する。

(8)成績評価の基
準

障害のモデル、主な障害の特徴やバリア、障害者差別の現状、ノーマライゼーション原理といった基本
的事柄を理解し、障害者差別の起こらない共生社会の形成や平等の実現に向けた社会や人々の役割につ
いて深く理解することができれば「卓越している」、基本的事柄を理解し共生社会の形成や平等の実現
に向けた社会や人々の役割を理解することができれば「かなり上にある」、基本的事柄を理解し差別や
平等に向けた社会や人々の役割の視点をもって考えることができれば「やや上にある」、基本的事柄を
理解し差別を解消する意義を理解すれば「その水準にある」とする。

(9)事前事後学習
の内容

・新聞やニュース等の障害にかかわる国内外の情報に関心を持ち、知ろうとすること
・日頃の身の回りの生活の中で障害者にとってバリアとなっているものについて想像力を持って見るこ
と
・最終課題について計画的に取り組むこと
・合わせて60時間以上の時間外学習が必要となる。

(10)履修上の注意 簡単な疑似体験やグループワークを実施する授業回もあるので、積極的に取り組むこと

(11)質問,相談へ
の対応

授業の前後、メール、課題提出欄への入力等で対応する。
質問については、授業の中で全体に紹介し回答することもある。

(12)授業への出席 本授業は、すべての回に出席することを前提とする。授業の出席は、出席確認システムと毎週の課題提
出の2段階で確認する。システムで出席登録ができなかった場合は、授業終了後に担当教員に速やかに申
し出ること。

(13)授業に出席で
きない場合の学
修の補充

「学修の補充の対象とする事由」に該当する場合であっても、5回以上の対面授業に出席できない場合は
授業の達成目標の到達に至る教育の質を担保することができないため、単位認定はできない。

【教科書】 使用しない。授業資料はeALPS上で配付する。



【参考書】 デビッド・ジョンストン著小川喜道他訳「障害学入門　福祉・医療分野にかかわる人のために」明石書
店、2008．ISBN978-4-7503-2854-6　3600円
河東田博「ノーマライゼーション原理とは何か　人権と共生の原理の探求」現代書館、2009．
ISBN978-4-7684-3488-8  1700円
小川喜道・杉野昭博編著「よくわかる障害学」ミネルヴァ書房、2018．ISBN978-4-623-06794-7
その他、授業の中で紹介する。


